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学習指導要領 都立園芸高校 学力スタンダード 
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現代の社会やその諸課題が歴史的に形成されたも

のであるという観点から、近現代の歴史的事象と現在

との結び付きを考える活動を通して、歴史への関心を

高め、歴史を学ぶ意義に気付かせる。 

 

 

 

開国前後から第二次世界大戦終結までの政治や経

済、国際環境、国民生活や文化の動向について、相互

の関連を重視して考察させる。 

 

 

ア 近代国家の形成と国際関係の推移 

（ア）近代の萌芽や欧米諸国のアジア進出、文明開化

などに見られる欧米文化の導入と明治政府による

諸改革に伴う社会や文化の変容、自由民権運動と立

憲体制の成立に着目して、開国から明治維新を経て

近代国家が形成される過程について考察させる。 

 

 

 

 

（イ）条約改正や日清・日露戦争前後の対外関係の変

化、政党の役割と社会的な基盤に注目して、国際環

境や政党政治の推移について考察させる。 

 

 

 

イ 近代産業の発展と両大戦をめぐる国際情勢 

（ア）産業革命の進行、都市や村落の生活の変化と社

会問題の発生、学問・文化の進展と教育の普及、大

衆社会と大衆文化の形成に着目して、近代産業の発

展と国民生活の変化について考察させる。 

 

（イ）諸国家間の対立や協調関係と日本の立場、国内

の経済・社会の動向、アジア近隣諸国との関係に着

目して、二つの世界大戦とその間の内外情勢の変化

について考察させる。 

 

 

・国家の形成から戦国時代に至る我が国の歴史の展開 

について、アジア世界の動きを背景に概観する。 

 

・「江戸から東京へ」や資料集を用いて、江戸幕府成

立に関する歴史や身近な江戸近郊の歴史を学習し、地 

域への関心を持つ。 

 

・織豊政権期から幕藩体制の確立に至る過程について、 

ヨーロッパ世界の動きを背景に概観できる。 

 

・経済や文化の発展を理解する。 

 

・幕藩体制の動揺、崩壊と我が国の近代化の要因の生 

成過程について、欧米諸国の発展とアジアへの進出を 

背景に理解を深める。 

 

・開国、明治維新を経て、近代日本が急速に形成され

た過程を、資本主義の発展や生活と文化などに着目し 

て、産業革命の進行による近代産業の発展と国民生活 

の変化を理解する。 

 

 

・日清戦争、日露戦争が起こった背景と、2つの戦争 

が与えた影響について、対外関係の変化と国内政治の 

変化に着目して考察する。 

 

 

 

・日本の産業革命が「上からの産業革命」であったこ

とを理解し、政治・経済・国民生活それぞれに与えた

影響を考える。 

 

 

 

・諸国家間の対立や協調関係と日本の立場、国内の経 

済・社会の動揺、アジア近隣諸国との関係などに着目 

して、二つの世界大戦とその間の内外情勢の変動や、 

国際協調と軍縮を理解し、日中戦争、太平洋戦争が発 

生した原因を考察する。 
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ウ 近代の追究 

近代における政治や経済、国際環境、国民生活や文

化の動向が相互に深くかかわっているという観点か

ら、産業と生活、国際情勢と国民、地域社会の変化な

どについて、具体的な歴史的事象と関連させた適切な

主題を設定して追究し表現する活動を通して、歴史的

な見方や考え方を育てる。 

 第二次世界大戦後の政治や経済、国際環境、国民生

活や文化の動向について、現代の諸課題と近現代の歴

史との関連を重視して考察させる。 

 

ア 現代日本の政治と国際社会 

 占領政策と諸改革、新憲法の成立、平和条約と独立、

国際交流や国際貢献の拡大などに着目して、我が国の

再出発及びその後の政治や対外関係の推移について

考察させる。 

 

 

 

イ 経済の発展と国民生活の変化 

 戦後の経済復興、高度経済成長と科学技術の発達、

経済の国際化、生活意識や価値観の変化などに着目し

て、日本経済の発展と国民生活の変化について考察さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 現代からの探究 

 現代の社会やその諸課題が歴史的に形成されたも

のであるという観点から、近現代の歴史にかかわる身

の回りの社会的事象と関連させた適切な主題を設定

させ、資料を活用して探究し、その解決に向けた考え

を表現する活動を通して、歴史的な見方や考え方を身

につけさせる。 

・明治初期から第二次世界大戦までの年表作成と諸資

料の読解を通して、政治・経済・国際関係・国民生活

がそれぞれ影響を及ぼし合っていることを考察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第二次世界大戦後の占領政策や復興について、世界 

情勢を通して理解する。 

・東西関係の推移や我が国の国際社会への復帰、技術 

革新と経済の高度成長などに着目して、第二次世界大 

戦後の国際社会の動向と日本経済の復興、発展を理解 

し、日本経済が成長した理由を諸資料から考察する。 

 

 

・経済や文化の国際的交流、科学技術の発展と世界の 

平和などに着目して、現代世界の動向と日本の課題及 

び役割を理解するとともに、個人の役割を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本校の所在地である世田谷区の歴史について、諸資 

料や今昔マップなどから調べ、自身の生活と歴史が密 

接に関わっていることを考察する。 

 

 

 

 

 


